
Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

日本建築学会九州支部研究報告

　　 第 30号　昭和63年 3月

コ ン ク リー ト圧縮試験体の 載荷面平面 度 の影 響 に 関す る研究

　　　　　　　　　　　 （その 3　実験）

正 会 員 ○ 平 居 孝 之
’1

同 村 上 聖
’2

　 1　 序

　本報 で は、載荷面 の 平面度を変え た 10 φx20

c 皿 シ リ ン ダー試験体 を作成して 圧縮強度を 測定 し、

考察す る。

　 2　実験方法

　表 1 に 示す材料を用 い、表 2 の調合で コ ン ク リー

トを 2回混練打設 した 。 ス ラ ン プは 3 〜5cm で あ

っ た 。 棒形バ イブ レ ーターを か けな が らコ ン ク リー

トを鋼製型枠 に 2層 で詰め、2 時聞経過後に鋼製の

三 角バ ーで 上 面を ほ ぼ平 らに ならした。試験体 は翌

日脱型 して材令 28 日まで、20 ± 3℃ の 水槽 内で

養生した 。

　材令 28 日 にお い て、上 面 に 金定規を当て た と き

に隙間がな い よ うに研磨機 で 試験体 の 上面を研磨 し、

次 い で 図 1 の斜線の部分の ように 試験体 の 上面 を電

動の グラ イ ン ダーで閉り、サ ン ドペ ーパ ー
で仕 上 げ

を行 っ て、図 2 の ような試験体を 2 回の打設の い ず

れ で も各 3 体ず つ 作成 した。平 面度の 加工 は、金定

規 を 当て た と き に、適 当な 厚 さ の シ ッ クネ ス ゲ ージ

が金定規 と上面 の 隙間を通るように して行 っ た。

　上面の 平面度の加工 の後、さ らに 7 日間試験体を

水申養生 して、 100ton ア ム ス ラ
ー試験機で鋼

製 の 載荷板 を直接試験体に当てて、圧縮載荷 し最大

荷重を測定 した。

　 3　実験結果

　圧縮載荷 され たときの 最大荷重の 測定結果は表3

に なる。図 3は、試験体の 比重と圧縮最大荷重の 関

係を表したもの で、第 1 回打設の試験体をO 記号 で、

第 2 回打設 の 試験体を● 記号で表 して お り、全体的

に 見 る と第 1 回打設 に 比 べ て 第 2 回 打設 の 方が圧縮

最大荷重が大きく、また比重がやや大 きい 。図 3 の

勢合、比重 と圧縮強度の 間に相関性は無い ようで あ

る 。

　横軸に平面度をと っ て圧縮最大荷重 の測定結果を

表す と図 4 に な る e 図 4 か ら圧 縮最 大 荷重 は 、平 面

表　　1　 使 用 材 料

粗 骨 材 大 分 靂 25   砕 石　 比 重 2．67　 吸 水 量 0 ．75瓢　 粗 粒 率 7 ．03

細 骨 材 大 分 産 5   川 砂　 比 重 2．53　 吸 水 量 1 ．28瓢　 粗 粒 率 2。64

セ メ ン ト 普 通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン ト　 比 重 3．16　 A 社 市 販 品

水 上 水 道 水

表　 2　 調 合

重　 量　 kg／厭
3

水 セ メ ン ト比 細 骨 材畢

水 セ メ ン ト 砂 砕 石

59．5％ 49 ％ 173 291 887 973

＊ 1大分大学教授　工博　　＊ 2熊本大学講師　工 博
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図 1 載荷面平面度の 加工
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表　3　原データ表

圧縮 最 大荷 重 し on

載荷面 平面度 rnm

第 1 回打設 第 2 回打設

27．60 29．55
0 ．1 26，20 30．25

27，80 32．85

3LOO 30．90
O ．075 29．25 32．35

29．50 33．OO
凸面

32．95 32．85
O ．05 29．40 31．55

32．60 33．80

28．65 30，45
O ．025 2δ．90 33．20

31．80 32．40

32，90 35．50
平面 0 3L25 3L4034

．00

31．10 34．20
一〇．025 31．10 36．15

31．55 33．80

28．30 32．15
一

〇．05 30，75 34．40
30．15 3L75

凹面

3L84 34．40
一

〇．075 3D．85 35．15
30．05 32．20

3LOO 34．25
一

〇、1 29．88 31．6533
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図　 3　比重 と圧縮最大荷重
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度が ＋ で 大きい ほ ど、す なわ ち 凸 面の 試験体で 凸 の

形状が顕著なほどやや 小 さくなる傾向が見られ る。

一
方、凹面 の 試験体 で は、平面度の 影響は明確 に は

表れ て い ない ように見える。

　 4 　考察

　今回の 実験結果に お い て、凸面の 平面度は圧縮最

大荷重に影響 し、凹 面 の 平面度は圧縮最大荷重 に影

響 しない こ とを確認す るため 、 分散分析を行 っ た。

表 4 は凸面 と凹面の試験体 を 舎わせた測定結果を対

象と し、表 5 は凸面 の 試験体 の 測定結果 を対象 と し、

表 6 は凹面 の 試験体の 測定結果を対象 とした分散分
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析 であり、い ずれ も打設時期を要因A 、平面度 を要

因 B に して い る。

　表 5 か ら、凸面の 平面度は圧縮最大荷重 に有意水

準 1 ％で影響してい ると考えられ、一
方表 6か ら、

凹面 の 平面度は圧縮最大荷重 に有意水準 5 ％でも影

響して い る と は考え られな い 。また、凸面と凹 面 の

平面度の試験体を合わ せた表 4 の 場合でも、有意水

準 1％で 、 平面度は 圧縮最大荷重に影響すると い う

結果が出て い る 。

　なお表 4 〜6 の い ずれ の 場合も、打設時期は有意

水準 1％で 圧緞最大荷重 に影響して お り、また打設

　　一〇．1　　−O．075　　−O．05　　−O．025　　　0　　　　0．025　　0・05　　　0，075　　　0．1
皿 m

　　　　　　　　　　 凹面 一 　　　一
の 凸面

　　　　　　　　　　　　　 載荷面の平面度

　　　　　　　図　4　載荷面の 平面度 と圧縮最大 荷重

表　 4　凸面試験体と凹面試験体を合わ せた場合の分散分析

　 要 因 A （打 設 時 期） ： 有 意水準 1 ％で有意差有 り

　 要 因 B （平 面 度 ）　 ：有意水準 1 ％ で 有 意 差有 り

　 交互 作用 AXB 　 　 ： 有意水準 5 ％ で有 意 差 な し

要　 因 S ．S d ．f ms ． Fo F （0．05） F （O．01）

A （打 設 時期） 88．68 1 88。6847 ．94＊
＊

4．13 7．44

B （平 面度） 73．農6 8 9．18 4．96＊ ＊ 2．23 3．08

AXB 4．51 8 O．56 0．30 2．23 3．08

E 63．02 34 1．85

合　　計 229．68 51
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時期と平面度の 相互作用 は、有意水準 5 ％でも圧縮

最大荷重 に 影響す るとはい えない 。

　以上 の こ とか ら、今回の 実験では、凸面 の 平面度

は圧縮最大荷重 に影響 し、凹 面の 平面度は圧縮最大

荷重 に 影響 しな い と結論 され る 。 こ の よ うに な る理

由は、そ の 1二 次元解析、そ の 2 三 次元解析の結果

を ふ まえて考えると、次の よ うに推察され る e

　 ・
凸面の 載荷面 を 持 つ 試験体 で は、載荷面 か ら離

　　れた内部 に発生する引張応力度の た め、試験体

　　が割裂す る こ とか ら圧縮最大荷重が小さ くなる。

　・
凹面 の 載荷面を持 つ 試験体で は、載荷面の ご く

　　近傍 に 発生す る引張応力度によ り、載荷面で微

　　細 な キ レツ が 生 じ るが、そ の キ レ ツ は載荷面近

　　傍だけ に留まっ て全体の 破壊を引き起こすよう

　　な こ とはな く、また載荷面か ら離れた内部の 引

　　張濾力度は小 さい の で、平面度は圧縮最大荷重

　　に 影饗しない 。

謝辞　本研究 で は昭和 60 年度大分大 学工 学部建設
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の 協力を得た。こ こ に記して謝意を表す 。

表　 5　凸面試験体 （平面 を含 む）の 場合 の 分 散分析

要因 A （打設 時期）

要 因 B （凸面 の 平 面 度 ）

交互 作用 AXB

： 有意水準 1 ％で 有意差有 り

： 有意 水 準 1 ％ で 有意差 有 り

： 有意水準 5 ％ で 有意差 な し

要　 因 S ．S d ．f Ins FoF （0．05） F （0．G1）

A （打 設 時期） 37．79 1 37．7917 ．10＊藩 4．38 8．18

B （凸面 の 平面度） 50．98 4 12．75 　 　 ＊ ＊
5．77 2。90 4。50

AXB 1．76 4 0．44 0．20 2．90 4．50

E 4L98 19 2．21

含　　 計 132，51 28

表 　 6　 凹 面試験体 （平 面 を 含 む ）の 場合の 分散分析

要 因 A （打設時期 ）

要 因 B （凹面 の 平 面度 ）

交互作用 AXB

： 有意 水準 1 ％ で有意 差有 り

： 有意 水準 5 ％で 有意差な し

。有意 水準 5 ％で有意 差 な し

要　 因 S ．S d ．f ms Fo F （0．05） F （0．01）

A （打 設 時期） 54．42 1 54．4231 ．64＊ ＊ 4．41 8．28

B （凹 面 の 平 面度） 12．41 4 3．10 1．80 2．93 4．58

AXB 2．13 4 0．530 ．31 2，93 4．58

E 3LO1 18 1．72

合　　 計 99．97 27
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